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（１）教育学部・教育学研究科の研究目的と特徴 
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（２）「研究の水準」の分析 

分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

＜必須記載項目１ 研究の実施体制及び支援・推進体制＞ 

【基本的な記載事項】 

ה ה    ─ ⅜ ≢⅝╢ 6503-i1-1  

─ ה    ⅜ ≢⅝╢ 6503-i1-2  

11 ה    ♃כ♦  

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

ủ 21 ─ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ─ ─№╡ ╩♦◙▬fi⇔

∆╢ ₈ fl▫☺ꜛfi ☿fi♃כ EVRI₉╩ ⇔√⁹∕─

─ ╩ ⇔√☿Ⱶ♫הכⱨ◊כꜝⱶה ╩ 2017 │ 10

2018 │ 22 ≢⅝√⁹╕√ ↓╣╠─ ┼─ │ 2017

─ 519 ⅛╠ 2018 ─ 1,007 ⌐ ⇔√⁹[1.1] 6503-i1-3  

₃ ⌂ ╩☼כ◦ ≡╢√╘⌐ 2018 ╟╡ ─₈ ⱪ

꜡☺▼◒♩₉─ ╩ 300 ⅛╠ 500 ⌐ ⇔√⁹╕√ ∕─ ⌐

│ ⌂ ≠ↄ╡≤ ─ ┼─ ╩ ≤⇔√⁹∕─

─ B ─ │ 2016 ─ ⅛╠

2019 ─ 10 ⌐ ⇔√⁹[1.1]  

₃ 2018 ╟╡ ⌐₈ ₉╩ ⇔ ₈ ⱪ꜡☺

▼◒♩₉─ ╩ ─ ⌂ ⌐ ≠⅝ ≢ ⌐ ∆╢

╩ ⇔√⁹∕─ ⌐ ⌐ ∆╢ ╩

27 ⅛╠ 97 ╕≢ ↕∑╢ⱷꜞⱢꜞ№╢ ╩ ≢⅝√⁹╕√ ⌐

∆╢ ╩ 2016 ─ 156 ⅛╠ 2019 ─ 94 ⌐ ≢⅝√⁹[1.1]  

 ₃ ─₈ ₉╩₈ ה ₉⌐ ⇔ ≤─

╩ ⌐⸗♬♃ꜞfi◓⇔ ∆╢ ╩ ⇔√⁹∕─ ≤─

ה ∑ ─ │ 2016 ─ 13 ⅛╠ 2019 ─ 28 ⌐ ⇔√⁹

─ ה │ 2016 ─ 132 ⅛╠ 2018 ─ 157 ⌐

⇔√⁹╕√ ⌐ꜝ▬ⱪ♠▫ⱥ ⌂≥╩ ╗

≤ √⌐ ╩ ⇔√⁹[1.1] 6503-i1-4 6  

◓fi►▫fiכꜞ◓₈  ₃    ₉╩ ⇔ 1,000 ≢ ─

≢─ ╛ ─ ╩ ∫√⁹∕─ │ ≢№╡

─ │ ─ 23

╙ 23 ≤ ╩ ⇔≡™╢⁹[1.1] 
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＜必須記載項目２ 研究活動に関する施策／研究活動の質の向上＞ 

【基本的な記載事項】 

─┼ ה ╛ ⌐ ∆╢ ─ ⅜ ≢⅝╢  

6503-i2-1 2  

╩ ה    ∆╢ ⁸ ─ ⅜ ≢⅝╢  

6503-i2-3 4  

─ ה    ─╖ ♃כ♦  

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

ủ ⌐ ⌐ ⇔√ ╩ ╩ ≤⇔≡

⇔√⁹╕√ ≢ ↕╣≡™╢ ─ ─ ⇔╩ ∫√⁹

∕─ 15 ─ ╩ ∆↓≤⅜≢⅝√⁹╕√ 2019 ⅛╠ ┼

─ ⌐│ ♁ⱨ♩╩ ⇔√ ♅▼♇◒╩ 100 ∆╢↓≤

⅜≢⅝√⁹[2.0] 

₃ ─ ⌐ ╘≡™╢⁹ ⇔√ ╩ ⅛╠ ∆╢₈

₉ ╩ ⇔ ╩ ⌐ ⇔√⁹∕─ ─

│ 2017 ─ ⅛╠ 2019 ─ 10 ⌐ ⇔√⁹∕─ 2019

─ 40 ─ │ 13.8 ≤⌂∫√⁹ [2.2] 

₃ ≢─ ─ ⌐ ╘≡™╢⁹∕─ ≢ ╩ ⇔√ ╛

≢ ─ ה ╩ ∆╢ ⅜ ─ 17 ⅛

╠ ─ 42 ⌐ ⌐ ⇔√⁹⌂⅔ ∕─℮∟

─ ╘╢ │ 16.6 ≢№╢⁹ [2.2] 

₃ fl▫☺ꜛfi ☿fi♃כ≢│ ─ Ᵽ◌꜡꜠▪ ≤ ⇔ כ꜡◓

Ᵽꜟ ⌐ ⇔√◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה ─ ≤ ─ ⌐ ╡ ╪≢⅝

√⁹∕─ Ᵽ◌꜡꜠▪ ─ ≤ ⌐ ∆╢☿Ⱶ♫הכ꞉כ◒◦ꜛ

♇ⱪ ╩ 2017 ⌐ 2018 ⌐ 2019 ⌐ ⇔ ═ 411

─ ─ ╩ ╢↓≤⅜≢⅝√⁹[2.1] 6503-i2-5  

₃ fl▫☺ꜛfi ☿fi♃כ≢│ ─ ≤ ⇔ ⱥ꜡◦ⱴ≢

≤ ╩ ⅎ╢ ─ ≤ ⌐ ╡ ╪≢⅝√⁹∕─

⌐ ₈ ≤ ₉⌐ ∆╢ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ─ 20 ⌐

─ ⌐ ≢⅝√⁹ │ ─ ⌐ ↕╣√⁹

[2.1] 6503-i2-6  

₃ 2018 ╟╡ ⌐₈ ₉╩ ⇔ ─ ꜝfi◐

fi◓≤ ─ ╩⸗♬♃ꜞfi◓∆╢ ╩ ⇔√⁹[2.1] 
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＜必須記載項目３ 論文・著書・特許・学会発表など＞ 

【基本的な記載事項】 

⌐ ה ∆╢ 6503-i3-1  

41 ה 42 ♃כ♦  

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

₃ │ ∆╢⌂⅛≢ ⅝ │ 2016 ─ 197 2017

─ 213 2018 ─ 213 2019 ─ 198 ≤ ╩ ⇔≡™╢⁹⌂

⅔ ─ ⅝ │ 2016 ─ 85 2017 ─ 88 2018

─ 84 2019 ─ 115 ≤ ⌐ ™ ╩ ⇔≡™╢⁹ [3.0]  

₃ SCI/SSCI/AHCI ─ │ ─ 152 ⅛╠

─ 179 ⌐ ⇔√⁹╕√ ─ ─

]
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＜必須記載項目４ 研究資金＞ 

【基本的な記載事項】 

25 ה 40 43 46 ♃כ♦  

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

ה ₃ ─ │ 2016 ─ 21

2017 ─ 26 2018 ─ 28 2019 ─ 22 ≤ ─ ╩ ∫≡™

╢⁹ ─ ┼─ ה ⅜ ╪≢™╢↓≤⅜ ≢⅝╢⁹[4.0] 

₃ ─ ≢│ ╟╡

⇔√₈♫♩ꜞ►ⱶ≤◖fi◒ꜞכ♩≤─ ─ ₉─ ≢

17,105,381 ╩ ⇔√⁹ ≢│ ─ ≤ ⇔√₈♦◙▬fi₉⌐

∆╢ ≢ 9,595,040 ╩ ↑ ╣√⁹ ה ≢│

≤ ⇔√₈ ₉≢ 7,921,605 ╩ ⇔√⁹

≢│ ꜟⱣכ꜡◓₈─ ─ ⌐ ↑√ ESD─ ₉ ₈SDG

─ ™ ESD ₉≢ 17,793,749 ─ ╩ ↑√⁹

─╖⌂╠∏ ╛ ≤╙ ⇔ ⅛╠ ╕≢

ↄ ╩ ≢⅝≡™╢↓≤⅜ ≢⅝╢⁹[4.0] 

₃ ─ ─℮∟ ≤ↄ⌐₈ ₉⌐ ∆╢╙─≢

│ ₈ ─ ה ה ─ ₉╩ 2017 ⌐

≢ 2018 ⌐ ≢ ⇔≡ ↑ ╣√↓≤⅜ ≢⅝╢⁹↓╣╠

≢ 11,285,330 ─ ╩ ↑√⁹ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ה ⌐⅔™

≡ ─ ⅝↕⅜ ≢⅝╢⁹[4.0]  

₃ │ (A)─ │ 2016 ─ ⅛╠ 2017

─ ⌐ ⇔√⁹ (B)─ │ 2016 ─ 2017 ─

2018 ─ 2019 ─ ≤ ╩ ⇔≡™╢⁹

─ ⌐⅔™≡╙ 2017 ─ 2018 ─ 2019

─ ≤ ╩ ⇔≡™╢⁹ ─ ≤ ⌂ ⌐╟╢

─ ⅜ ≢⅝╢⁹ [4.0] 6503-i4-1  

   ₃ ─ ה ─ ⌐⅔

™≡ │ ⅔╟┘∕─ ≢ 2018 -2019

≢ ≢ ≢ ≢ 2013-2017

∞∫√⁹ ⌐ ∆╢ ─ ≢ ─ │ ™ⱪ꜠♀fi☻

╩ ⇔≡™╢↓≤⅜ ≢⅝╢⁹[4.0] 6503-i4-2 3  
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＜選択記載項目Ａ 地域・附属学校との連携による研究活動＞ 

【基本的な記載事項】 

⌐⌂⇔  

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

₃ ₈ ה ⱪ꜡☺▼◒♩₉─ ╖╩ ⇔≡

≤ ─ ╩ ⌐ ⇔≡™╢⁹2016 25

128 81 2017 11 53 30

2018 26 10 2019

28 17 ⅜ ↕╣√⁹ ─ │ ≢─

╩ ⇔√√╘≢№╡ │╗⇔╤ ⌐ ⇔≡™╢⁹ [A.1] 

₃ 2017 ⅛╠─ ≤⇔≡ OECD⅜ ∆╢₈

▬ⱡⱬכ◦ꜛfi☻◒₉ꜟכ◘ⱴכ◒☻כꜟⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ה ⇔√⁹ ⱪ

꜡◓ꜝⱶ⌐│ 20 ≤ ◌ 20 ─Ɽכ◒☻כ♫♩כꜟ─ ⅜

⇔√⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ≤ ─ ─ │ ─ ≤⇔

≡ ↕╣√⁹[A.1] 6503-iA-1  

₃ 2016 ╟╡ ꜟⱣכ꜡◓₈─ ─ ⌐ ↑√ ESD ─

₉ ₈SDGs ─ ™ ESD ₉⌐ ↕╣ ESD─ ⌐ ╦

╢ ⅛ ⇔≡ ⇔≡™╢⁹ ─ꜚⱠ☻◖☻◒כꜟ≤ ⇔≡

2016 ⌐ ═ 408 2017 ⌐ ═ 554 2018 ⌐ ═ 710 2019

⌐ ═ 426 ─ ╩ √⁹ ─ ╩ ⇔≡ ESD⌐ ∆╢ ⅜

⇔ ⌐ ┘≈™≡™╢⁹[A.0] 6503-iA-2 3  

₃ 2018 ꜟⱣכ꜡◓ ─ ╩ ≤⇔√₈ ₉≤

⌐ ╢ ╩ ⇔ IB◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ╩ ╘≡™╢⁹

fl▫☺ꜛfi ☿fi♃כ│ ≤ 2018 ⌐ 2019 ⌐ 15 ─

☿Ⱶ♫הכ ╩ ⇔√⁹2019 ⌐│₈ ⱴ⌐⇔√₈כ♥╩₉

Global Justice₉10 ─ ╩ ≤ ≢ ╩ ™

PBL ─ ⸗♦ꜟ╩ ⇔√⁹[A.1] 6503-iA-4  

₃ ⌐ ⇔≡ ≤─ ₈ ה

ⱨ◊כꜝⱶ₉╩ ⇔≡™╢⁹2016 │₈ ⅛⌂ ╩ ⌐ ↑↕∑╢

─ ™ ≠ↄ╡₉╩♥כⱴ⌐ 229 2017 │₈ ⌂ ⌐ⱴכ♥╩₉┘

223 2018 ꜟⱣכ꜡◓₈│ ⌐ ≢⅝╢ ─ ⌐ⱴכ♥╩₉ 227

2019 ⌐│₈ ─ ≡⇔⌐ⱴכ♥╩₉ 162 ─ ╩ √⁹[A.1] 

6503-iA-5  
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＜選択記載項目Ｂ 国際的な連携による研究活動＞ 

【基本的な記載事項】 

⌐⌂⇔  

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

₃ ╩ ⇔≡™╢ Ᵽⱪ♥▫☻♩

ꜝ▬ⱪ♅♇ⱥ fiכ▫► ≤─ ≢│ ⌂ ╩ ⇔≡™

╢⁹↓╣╠─ │ ⌂ Ⱡ♇♩꞉כ◒─ ⌐ ⇔≡⅔╡

─ ⌐ ┘≈™√[B.2] 

   ₃ fl▫☺ꜛfi ☿fi♃כ≢│ ─ ⌂ ╩ ™√☿Ⱶ♫הכ

╩ ⇔≡™╢⁹2017 ⌐ 13 2018 ⌐ 34 2019 ⌐ 31

─ ╩ ⇔√⁹↓╣╠─ │ ─ ⌐ ┘≈™≡⅔╡ ☿

fi♃כ⌐ ╢ ≢─ │ 2017 ─ 18 7 ⅛╠ 2018

─ 22 8 ⌐ ⇔√⁹[B.2] 

   ₃ 2018 ╟╡ Hiroshima University Global Learning Institute HUGLI ─

⌐ ≠™≡ ╩ ⌐ ⇔ ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶה ─ ⌐

⇔≡™╢⁹▬fi♪Ⱡ◦▪ה♄ꜟⱴⱪꜟ◘♄ ⌐│ 2019 ╕≢ ═ ה

73 ⇔ ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ ה ─

ICT⌐ ∆╢ ─ FD⌐ ⇔√⁹ ╩ ⇔≡ ─

┼─ ⌐≈⌂⅜╡ ─ ≢─ ⅜ ⇔√⁹[B.2] 

6503-iB-1  

   ₃ 2017 ⅛╠ JICA ⱪ꜡☺▼◒♩₈ ─√╘─

ⱪ꜡☺▼◒♩₉╩ ⇔ ◌fiⱲ☺▪⌐ ⇔ↄ ↕╣╢ ─

─ ⌐ ה ╩ ⇔≡™╢⁹ ╩

╩ ⇔ 174 ─ ╩ √⁹ ╩ ⇔≡

─₈ ₉┼─ ⌐≈⌂⅜╡ ─

≢─ ⅜ ⇔√⁹[B.2] 6503-iB-2  

 ₃ 2018 ─ ₈ ─ EDU-Port♬♇ⱳfi ₉

⌐ ↕╣√⁹ ⱪ꜡☺▼◒♩⌐ ↕╣√₈ ─ ┼

─ ₉≢│ Ɑꜟכ╩ ⌐⇔≡ ≢─ ─ ⌐╗↑√ ⅛

╡╩ √⁹ ⱪ꜡☺▼◒♩⌐ ↕╣√₈◌fiⱲ☺▪─ ≤

╩≈⌂← ₈ ─ ה ◦☻♥ⱶ₉─ ₉≢

│ ≤ ⅜ ⇔≡ ╩ ℮ⱪꜝ♇♩ⱨ◊כⱶ╩ ≢⅝√⁹[B.2] 

6503-iB-3  
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＜選択記載項目Ｃ 研究成果の発信／研究資料等の共同利用＞ 

【基本的な記載事項】 

⌐⌂⇔  

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

₃ ─₈ ─ ה ה ─ ₉─₈

◖▪◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ₉─ ⌐ 2017 │ ≢ 2018 │

≢ ↕╣√⁹ ≢│ ─₈ ⸗♦ꜟ◖

▪◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ₉╩ ⇔ ⌂ ◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ╩ ⌐ ⇔√⁹

≢│ ─ ה ─◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ⌐⅔↑╢₈

⌐ ∆╢ ₉≤₈ ─ ₉─ ╩ ⌐ ⇔ ∕─

≤ ╩ ⇔√⁹ⱱכⱶⱭכ☺┼─ │ 2017 ─ 105,250 ⅛╠

2018 ─ 106,356 ⌐ ⌐ ⇔≡™╢⁹[C.0] 6503-iC-1 2  

₃ ┘☿fi♃הכ ≢│ 17 ─ ╩ ⇔≡™╢⁹⌂⅛≢╙

≢│ 2016 ⌐ 71 2017 ⌐ 63 2018

⌐ 77 2019 ⌐ 68 ╩ ⇔ 123 ה 17 ─

⌐ ⇔≡™╢⁹↓╣╠─ ─℮∟ ꜞⱳ☺♩ꜞ⅛╠♄



広島大学教育学部・教育学研究科 研究活動の状況 

- 3-10 - 

＜選択記載項目Ｄ 学術コミュニティへの貢献＞ 

【基本的な記載事項】 

⌐⌂⇔  

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

₃ fl▫☺ꜛfi ☿fi♃כ│ 21 ─ ╛◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ

─№╡ ⌐≈™≡ ∆╢☿Ⱶ♫הכⱨ◊כꜝⱶה ╩ ⌐

⇔≡⅝√⁹ │ 2017 ─ 10 ⅛╠ 2018 ─ 22 ⌐ ⇔√⁹2019

│ 21 ─ ≢№╢⁹╕√ │ 2017 ─ 519

49 ⅛╠ 2018 ─ 1,007 50 ⌐ ⇔√⁹

↓╣╠─ ─ │ ▬Ⱪ♬fi◓☿Ⱶ♫כ≤ ⇔≡ 18 ⌐ ∆╢

↓≤≢ ה ─ ─ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐ ─ ─Ⱡ

♇♩꞉כ◐fi◓─ ≤⇔≡ ⇔≡™╢ [D.1]  

₃ ⌐│ ה ─ ⅜ ⅛╣≡™╢⁹

─ ⅜↓╣╠─ ─ ה ╩ ℮≤↓╤│ ⅝ↄ ─

⌐ ⇔≡™╢⁹╕√ ─ ≢ ה ─ ─ ה

ה ⌐ 2016 ⌐ 2017 ⌐ 2018 ⌐

2019 ⇔≡™╢⁹ ─ ◖Ⱶꜙ♬♥▫⌐⅔↑╢ⱪ꜠♀fi☻

─ ↕⅜ ≢⅝╢⁹[D.0] 6503-iD-1  

₃ ⌐│ ─ ⅔╟┘ ╩ ╘╢╙─⅜  2016 ⌐

25 2017 ⌐ 21 2018 ⌐ 19 2019 ─ 20 ⅔╡ ─ ╩

⇔≡™╢⁹ ─ ─ ─ ◖Ⱶꜙ♬♥▫⌐⅔↑╢꜠Ⱨꜙ♥כ◦ꜛ

fi─ ↕⅜ ≢⅝╢⁹[D.0] 
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分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

＜必須記載項目１ 研究業績＞ 

【基本的な記載事項】 

  ה   

 

ה ─ ⌐ ∫√ ─ ─  

     ⌐⅔™≡ ה ─ ⌐ ⇔ ⇔√ ─

╡ ╖╩ ∫√⁹ 

₈ ₉⅜ ™≤ ╕╣╢ ⌐≈™≡│ ᵑ ╕√│∕

╣⌐ ∆╢ ⅜ ↕╣≡™╢↓≤ ᵒIF─≈™√ SCI ⅜№╢    

↓≤ ᵓ ≤⌂╢ ה ⅜ №╢↓≤ ᵔ ⅝─ ⅜№

╢↓≤ ᵕ ╕√│ ⌂ ⅜№╢↓≤ ↓╣╠╩ ⌐

╩ ™ ↑╩ ∫√⁹ 

₈ ה ה ₉⅜ ™≤ ╕╣╢ ⌐≈™≡│ ᵑⱷ♦▫▪

╕√│∕╣⌐ ∆╢ ⅜ ↕╣≡™╢↓≤ ᵒ

╛ ─ ╕√│ ⇔™ ─ ⌐ ⇔≡™╢↓≤ ᵓ

≤⌂╢ ה ⅜ №╢↓≤ ᵔ ה ↑─ 200

─ ⅜№╢↓≤ ᵕ ╕√│ ⌂ ⅜№╢↓≤ ↓╣╠╩

⌐ ╩ ™ ↑╩ ∫√⁹ 

 ↓╣╠─ ⅝⌐ ≠™≡ ↕╣√ ╩ꜞ☻♩ ⇔ ⌐ ⇔

√ ≢ ╩ ∆╢ ─ ╩ ∫√⁹ 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

₃ ─ QS ꜝfi◐fi◓≢ │ 2018 ─ ⅛╠

2019 ─ 251-300 ⌐ ╢↓≤⅜≢⅝√⁹ ≢╙ ⌐ ⇔

⌂꜠Ⱨꜙ♥כ◦ꜛfi─ ⅜ ≢⅝╢⁹[3.0]  

₃ ─ ה ─ ⌐⅔

™≡ │ ⅔╟┘∕─ ≢ 2018 -2019

≢ ≢ ≢ ≢ 2013-2017

∞∫√⁹ ⌐ ∆╢ ─ ≢ ─ │ ™ⱪ꜠♀fi☻

╩ ⇔≡™╢↓≤⅜ ≢⅝╢⁹[4.0] 

₃  ─ 1 2 3 4 5│ ⅔╟┘

─™∏╣⌐⅔™≡╙ ↕╣╢ ≢№╢⁹≤ↄ⌐

≥╙─ ─ ≢ ⌂ ╩ ∆↓≤⅜≢⅝√⁹ 
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【参考】データ分析集 指標一覧 

 
 

区分
指標
番号

データ・指標 指標の計算式

２．教職員データ 11 本務教員あたりの研究員数 研究員数／本務教員数

25
本務教員あたりの科研費申請件数
（新規）

申請件数（新規）／本務教員数

26 本務教員あたりの科研費採択内定件数
内定件数（新規）／本務教員数
内定件数（新規・継続）／本務教員数

27 科研費採択内定率（新規） 内定件数（新規）／申請件数（新規）

28 本務教員あたりの科研費内定金額
内定金額／本務教員数
内定金額（間接経費含む）／本務教員数

29 本務教員あたりの競争的資金採択件数 競争的資金採択件数／本務教員数

30 本務教員あたりの競争的資金受入金額 競争的資金受入金額／本務教員数

31 本務教員あたりの共同研究受入件数 共同研究受入件数／本務教員数

32
本務教員あたりの共同研究受入件数
（国内・外国企業からのみ）

共同研究受入件数（国内・外国企業からのみ）／
本務教員数

33 本務教員あたりの共同研究受入金額 共同研究受入金額／本務教員数

34
本務教員あたりの共同研究受入金額
（国内・外国企業からのみ）

共同研究受入金額（国内・外国企業からのみ）／
本務教員数

35 本務教員あたりの受託研究受入件数 受託研究受入件数／本務教員数

36
本務教員あたりの受託研究受入件数
（国内・外国企業からのみ）

受託研究受入件数（国内・外国企業からのみ）／
本務教員数

37 本務教員あたりの受託研究受入金額 受託研究受入金額／本務教員数

38
本務教員あたりの受託研究受入金額
（国内・外国企業からのみ）

受託研究受入金額（国内・外国企業からのみ）／
本務教員数

39 本務教員あたりの寄附金受入件数 寄附金受入件数／本務教員数

40 本務教員あたりの寄附金受入金額 寄附金受入金額／本務教員数

41 本務教員あたりの特許出願数 特許出願数／本務教員数

42 本務教員あたりの特許取得数 特許取得数／本務教員数

43 本務教員あたりのライセンス契約数 ライセンス契約数／本務教員数

44 本務教員あたりのライセンス収入額 ライセンス収入額／本務教員数

45 本務教員あたりの外部研究資金の金額
（科研費の内定金額（間接経費含む）＋共同研
究受入金額＋受託研究受入金額＋寄附金受入
金額）の合計／本務教員数

46 本務教員あたりの民間研究資金の金額
（共同研究受入金額（国内・外国企業からのみ）
＋受託研究受入金額（国内・外国企業からのみ）
＋寄附金受入金額）の合計／本務教員数

６．その他外部
資金・特許

データ

５．競争的外部
資金データ


